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トマトのスマート農業研修会を開催 
品質・収量を高め、所得向上を目指す 

 

JA にじトマト部会は、昨年度産の販売金額が 10 億円を超え、県内最大の出荷量

を誇る産地です。また近年は、ハウス内気温や CO２濃度等が制御できる新設ハウス

が増え、高品質・高収量を目的とした環境制御技術導入の機運が高まっています。 

そこで今年度、久留米普及指導センターは、JA、市と連携し、スマート農業推進協

議会を立ち上げ、国の事業を活用した研修会の開催や実証試験を実施しています。 

その取組の一環として、10月 13日にスマート農業現地研修会を開催しました。 

研修会では、民間のコンサルティング会社を招聘し、日射に基づいたかん水管理や植

物体のモニタリング方法等について学びました。さらに現地ほ場では、普及センター

から生育状況に応じた管理方法や高温対策に関する実証試験の進捗について説明を

行いました。 

 参加者からは、「植物生理に基づく適切な管理方法が理解できた」、「冬に向けた

管理の中で、注意すべき点を意識して取組んでいきたい」等の声が寄せられました。 

久留米普及指導センターは、今後もトマト産地の維持発展に向け、関係機関と連携

し、支援を継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 
研修会の様子          現地での説明、意見交換の様子 

問い合わせ  TEL  0942-47-5101 

              FAX  0942-47-5105 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.pref.fukuoka.lg.jp/soshiki/4705101/ 
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